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金物工法推進協議会（東京都中
央区東日本橋２－ 2 7 －４、前田
嘉孝会長）は７月５日午後１時
3 0分から東京都墨田区横網の江
戸東京博物館・会議室で構造設計
に関するセミナーを開催した。こ
の日の講師は㈱Ｍ’ｓ（エムズ）
構造設計、エムズ構造設計事務所
（新潟県新潟市中央区西堀通３番
町７９９番地）の佐藤実社長。テ
ーマは「構造計算セミナー～構造
的根拠に基づく木造住宅の構造
設計と基礎設計による地盤保証
について」。
新潟県の地域市場で木造戸建
住宅を主体に構造設計や構造計
算を手がけるかたわら、木造建築
の構造技術について各種情報の
普及等も行う佐藤講師は、木造住
宅の構造安全性は上物、基礎、地
盤がトータルで技術的に保証さ
れていなければならないとして、
上物、基礎、地盤の安全性の基盤
をなす構造的根拠について概要
を解説した。セミナーでは柱配置
の直下率、梁の断面欠損、剛床合
板の適正施工、適切な基礎の在り
方、実際の地耐力に基づいた地盤
設計など上物、基礎、地盤の順で
構造安全性を確保するための代
表的なポイントを紹介し、関連産

業は木造住宅の構造安全性を
確実に提供しなければならな
いと主張した。
木質構造を中心とした構造
計算・構造設計、構造塾（構造
計算研修・サポートサービス・
相談窓口）、減震フロートバラ
ンス構法・ピースの設計・販
売、沈下修復・パイルソケット
工法の設計・販売、木造構造計
算技術に関する研修、地盤保
証等を手がけるエムズ構造設
計（２００６年５月設立）は独
自の地盤判定システムに基づ
いて地盤の設計を行うととも
に、地盤の耐力と適切に連動

した基礎の設計、地盤・基礎と整
合性を持つ上物（躯体）の構造計
算、構造設計を提供している。ま
た、木造住宅の構造安全性につい
ての技術知識を普及するため、
２０１０年１月に構造塾を開設
した。代表者の佐藤社長は一級建
築士、構造設計一級建築士、専攻
建築士（構造）、農学修士（木質構
造建築物基礎構法）、性能評価員。
セミナーに際して挨拶した金
物工法推進協議会・前田会長はプ
レカット率が 9 0％に達した木造
住宅で構造安全性の担い手にな
るのはプレカット工場。金物推進
協議会はとくにプレカットを中
心にした住宅産業で構造安全性
を担う基礎技術の普及・浸透をめ
ざした連続セミナーを計画して
いることを発表した。

㈱エルエルアイ出版

金物工法推進協議会構造計算セミナー

構造安全性は地盤、基礎、上物トータルで
普及・浸透に向け連続セミナーを企画中
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日本の森林は危機状況にある。
森林は国土の７割近くを占める
国土空間そのものであり、 国民
最大の資産であるが、その森林
が、今まさに、国民一人一人の
生活防衛に欠かせない役割を発
揮していけるかどうかの瀬戸際
に立たされている。時あたかも
大気中のＣＯ2濃度が上昇を続け、
今般の原発事故で化石燃料への
依存回帰が懸念され、現実に消
費が急増している中、地球温暖
化防止・低炭素社会の実現に向
けて、森林への期待は最高度に
高まっている。
森林の役割は奥山から里山に
至るまで様々な樹種や生育段階
からなる多様な森林が健全に成
長と更新を続け、森林環境が保
全されてこそ発揮できる。森林

㈱松岡カッター製作所（静岡県静
岡市葵区古庄2-18-46）の代表取締役

■訃報
松岡カッター製作所

松岡貞雄会長

■森林関係の地球温暖化対策を考える会

日本の森林非常事態宣言

㈱エルエルアイ出版

の健全な成長、木を植え、育て、
伐って利用し、また植えるとい
うサイクルは林業そのものであ
り、 木材の国民的利用と山村に
住む人々によって支えていかな
ければならない。ところが、林
業の経済的条件は未整備で、山
村は少子高齢化の極みにあり、
共に崩壊の危機に瀕している。
今、ここで、木材の利用拡大を
含め林業の確立に向け国民全体
で取り組まなければ、山村は崩
壊し、日本の森林は荒廃へと突
き進み、子々孫々にわたるまで
大きな禍根を残すことになる。
政府も「森林・林業再生プラン」
に沿って森林・林業基本計画を

閣議決定し、森林・林業を再生
させ、森林の役割発揮と、山村
の活性化につなげるとしている
が、財源の裏付けが十分ではな
い。このままで「森林・林業再
生プラン」、森林・林業基本計画
を絵に描いた餅とすることは断
じて許されない。 
我々、森林関係の地球温暖化
対策を考える会一同は、ここに
日本の森林が非常事態にあるこ
と、森林が地球温暖化防止など
重要な機能を発揮し続けていく
ために、国、地方、国民一人一
人がそれぞれの役割を果たし、
下記の諸点を急ぎ実行しなけれ
ばならないことを宣言する。

に CO2 を大量に排出する鉄、コン
クリート等を利用した場合に比べ
CO2 の排出量が少なくなる
▽バイオマスをエネルギーに利用
すれば化石燃料（石油、石炭等）の消
費が減りCO2 排出量が少なくなる
▽販売収入により森林整備が可能
になりCO2 の吸収につながる
等を挙げるとともに、国民共通の
財産である森林が地球温暖化防止等
の役割を果たし続けていくには林業
再生が必要なことを国民、とりわけ
次世代を担う子ども達の理解を得る
ことが重要で、関連情報の発信や植
林体験・森林環境学習等の取り組み
を実行し、国民一人一人が森林の状
況について危機意識を持ち、生活の
中で国産材の利用に努め、次世代に
森林の大切さを伝える等、自らでき
ることを実行していく必要があると
している。

会長・松岡貞雄氏は７月22 日に死去
した。享年 78歳。葬儀は７月25日、
26 日に平安ホール（静岡市葵区慈悲
尾 2-1）で執り行われる。喪主は夫
人の松岡仁代（まさよ）さん、施主は
長男の松岡克彦（かつひこ）氏。
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株式会社富国物産
〒381-0003 長野市大字穂保中ノ配 348-5
電話 026-251-3377　FAX 026-251-3379

サイディングプレカットの「第３の核」が登場

木製サッシを低コスト製造

合板加工機をサイディング用に改良

サイディングプレカットに新しい
動きが加わった。長野県長野市の建
材流通業者である富国物産（林達夫
社長）は、今年の新規事業としてサ

イディングプレカット部門（ＳＤ部
門）を新設。長野市の北信地域材
加工事業協同組合の敷地にある 100
坪ほどの倉庫で８月から本格的に稼

森政則 常務／大宮支店長　　　金井敏寛 ＳＤプレカット事業部長

約100 坪の倉庫内に設置

働を開始した。

積算ソフトから開発

富国物産のシステムは、積算ソフ
ト会社で新しく開発したサイディン
グプレカット専用のソフトを用い
て、ＣＡＤ／ＣＡＭ連動で稼働。同
社の外装材工事部門で工事を行うと
いう、これまでにないシステムと流
通が特色である。

職人不足に対応し新事業
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宮川工機の合板加工機　サブロク板をサイデイングの寸法に改良
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